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事務事業名歴史博物館改修事業
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基本事業： 03歴史学習の機会提供 担当部 教育部  

基本事業の
成果指標

①歴史・文化に関する学習会等に参加した市民の数
②歴史・文化に関する体験学習等に参加した児童・生徒の数 担当課 文化財課

担当係 博物館担当

市民、在勤・通学者、福岡都市圏住民
歴史、文化・芸術団体

施設・設備の改修
来館者の安全と文化財の適正な保存のための施設、設備の営繕・改修を行
います。
令和２年度実施状況
①事務室系統空調設備更新
②外壁改修・タイル張替

登録博物館として、長期にわたり市民に親しまれる博物館
を維持するため、資料の保存環境を整え、来館者が安全に
利用できる施設及び設備等を整備する。

計画年度 平成27年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 実施計画 ○
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

来館者数

収蔵点数

14,551 4,671 16,000 16,000

233,677 236,658 234,000 239,000

成果指標名称 単位 目標
01年度 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
44,024 19,240 11,000計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0
0
0

0 0
0 0

0 0 0
44,024 19,240 11,000

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.25 0.1
2,016 792
46,040 19,240 792 11,000

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

●

○

○

令和２年度は、事務室・会議室系統空調設備の更新、外壁改修・タイル張替えを実施しました。今後も、筑紫野市
公共建築物長寿命化計画に従いながら、施設及び設備の計画的な改修を実施していきます。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）

常設展・企画展示室系統、研修室系統及び展示準備室系統の空調設備
が未更新である。計画的に予算計上を行い実施していく必要がある。

維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は大

中程度

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

あり

余地なし

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

博物館が平成10年11月に開館し、施設、設備、各種機器に経年劣
化による不具合が生じています。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

人

点

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


